
新型コロナウイルス感染防止のためのさまざまな生活変化…

親はどんな気持ち？家庭でどんな工夫している？

発達障がいのある子の
お父さんお母さんに聞いてみました

⚫ マスク着用が難しいがどうしよう

⚫ 就職活動に影響がありそう

⚫ きょうだいのことも心配です

⚫ 親も気持ちは孤独にならないように

今、こんな工夫
しています
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近日中に
Part３を公開予定！

福岡市ペアレントメンター（※）

として活動いただいている保護者

のみなさんから、新型コロナウイ

ルス感染拡大や緊急事態宣言に伴

う、生活の体験談や思いを寄せて

いただきました。 こんな時だから感じる困っていることや不安はありませんか？

うまくいった時一緒に喜んでくれる人が近くにいたらいいですね。

体験談を通して、ご自身のことやお子さんのことを振り返り、

一人で抱え込みそうな時は身近な理解者に伝えてみませんか？

〈 Part２〉2020.5.21

※ペアレントメンターは、「信頼のおける相談相手」として、発達障がいのある子を育てながら、同じような立場の保護者の気持ちに寄り添う支
援をしています。福岡市が定めた研修を受講し登録している「福岡市ペアレントメンター」は、ゆうゆうセンターからの依頼で、児童発達支援セ
ンターや子育てサロンなどで体験談を話したり、保護者のお気持ちを聴いたりする活動をしています。



協力いただいた
福岡市ペアレントメンターの
お子さんたち

学校に
通っています

・中学生や高校生、専門学校生です
・通常学級に在籍している人も特別
支援教育を受けている人もいます

・放課後等デイサービスを時々利用
している人もいます

障がい者雇用で
働いています

・障がいをオープンにして支援を受けな
がら働いています

・知的障がいのある人もない人もいます

発達障がいのある子の
お父さんお母さんに聞いてみました〈 Part２〉

障がい福祉サービス
事業所を

利用しています

・知的障がいのない人もいれば、知的障
がいをあわせ持っている人もいます

・就労系事業所を利用している人や、生
活介護事業所などに通所している人た
ちです

掲載している体験談は、福岡市ペアレントメンターの方よ
りいただきました（４月末～５月上旬に回答いただいた内容
です）。それぞれの子育てを通して感じていること、伝えた
いことをお寄せいただいています。同じような立場のご家族
に読んでいただきたいと思います。
ご感想や問い合わせはゆうゆうセンターまでお願いします。

（掲載内容の転載・引用はお断りします）

福岡市発達障がい者支援センター
（福岡市社会福祉事業団）

TEL：092-845-0040（平日9～17時）



発達障がいのある子を育てている
お父さんお母さんに聞いてみました

新型コロナウイルス感染拡大や緊急事態宣言で、
学校が休校になったり、外出自粛要請がでたり、
生活の中でいろいろな変化が起きています。
そんな中の「困っていること」をお聞きしました。

家庭生活の
こと

こんなことで
困っています
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発達障がいのある子の
お父さんお母さんに聞いてみました〈 Part２〉

◇今まで行っていた余暇（プールや釣り、行動援護での外出など）ができなくな
り、いつ再開できるのかわからない日々で、本人が訴えてきても「いつからでき
るよ」と見通しを立ててあげられません。散歩も家の近所では気になる場所や
行ってほしくない場所もあり、車で移動し刺激の少ない場所で歩いていたのです
が、駐車場が閉鎖になり散歩もしづらくなっています。一日中家では持たないの
で、スケジュールを組むのに大変です。見通しの立たない日々の中で、発達障が
いのある方々の苦しさや不安を体験しているような思いになります。
（２０代息子・母）

◇生活介護事業所が休み、短期入所も受入れられず。余暇活動のプール、水族館、
博物館も休み。公共交通機関やショッピングモールは感染の恐れのために利用で
きず、行動援護も５月は利用を控えています。母親との散歩やドライブに誘って
も、本人が強く拒否します。以前からの日課で、週に一度の買い物は続けていま
すが、他の日は部屋に閉じこもっている状態です。運動不足が心配なのと、気分
が不安定なので、気分転換に外に連れ出したいのですが…。本人が自分の行動を
自分で決めたいようです。
強度行動障がいがあります。急に怒り出して大声をあげ、狭い家を足を踏み鳴

らしながら、行ったり来たり走る等、パニックが以前より増えました。本人は
GW明けに通所するつもりでいますが、現状では恐らくこの状況が続くでしょう。
気持ちを落ち着かせるために何をしてあげられるか、困っています。
（２０代息子・母）

◇外出の際もマスクを付けない。道に落ちているゴミが気になり手で拾ってしま
う。ひとりでは十分な手洗いができない息子。そんな状況なので、本人の充実し
た時間の保障より命の保障を優先すると、家にいて人との接触をできるだけ少な
くし、彼の充実した時間を過ごすために欠かせない就労支援Ｂ型施設への通所、
ガイドヘルプを利用しての外出等を“安心”して行えない（自粛せざるを得ない）
状況にあります。
（３０代息子・父母）



発達障がいのある子を育てている
お父さんお母さんに聞いてみました

新型コロナウイルス感染拡大や緊急事態宣言で、
学校が休校になったり、外出自粛要請がでたり、
生活の中でいろいろな変化が起きています。
そんな中の「困っていること」をお聞きしました。

事業所の
こと

こんなことで
困っています
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発達障がいのある子の
お父さんお母さんに聞いてみました〈 Part２〉

◇支援機関からの紹介で、障がい者枠で会社見学が決まっていました。ですが、
コロナの影響で、どこの会社も部外者の来訪が不可となり、就職活動ができなく
なりました。
（２０代息子・母）

◇２２歳の息子は、就労移行支援事業所２年目です。会社員の夫とともに自宅で
テレワークをしています。それぞれ自室にこもっているので特に問題なく過ごし
ています。朝昼晩の食事時間を決めており、大きな生活の崩れはありません。
息子の事業所は、４月初旬は２時間の時短通所でしたが、通勤にバスで片道１

時間かかることもあり、事業所側へテレワークを申し出ました。緊急事態宣言後、
すぐには休所にならず不安を抱いていましたが、テレワークが可能になりほっと
しました。
（２０代息子・母）



発達障がいのある子を育てている
お父さんお母さんに聞いてみました

学校の休校解除やお店の営業開始の見通しが立たな
いなど、今後の状況がつかめない…。
生活の中で「心配なこと」をお聞きました。

家庭生活の
こと

その他

こんなことが
心配です
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発達障がいのある子の
お父さんお母さんに聞いてみました〈 Part２〉

◇もし、家族や本人が感染してしまったら…と考えるととても不安や恐怖心が増
します。約１か月の在宅生活ができるのか…入院（ホテルも含め）となったら、
その環境で過ごせるのだろうか…本人を支援していただける場や人材はあるのだ
ろうか…不安や心配は闇でしかありません。
見通しの持てない不安は、こだわりを強くしていくんだと改めて感じています。

また、問題行動へと発展しないようにと願っています。
（２０代息子・母）

◇例えば母親の私が感染して、隔離生活や入院が必要になった場合に、彼の世話
をどうするのか、考えると不安です。父親は遠方に単身赴任中ですし、娘（妹）
には難しく、私の両親は高齢で感染の不安もあるために協力は頼めません。
（２０代息子・母）

◇息子本人の生活の変化はあまり心配しておりません。学齢期も不登校気味だっ
たので、在宅での過ごし方は心得たものでした。少しばかりテレワークをしたり、
散歩に行くこともあります。また、コロナ感染初期のころは、事業所に通ってい
たので、そこで感染予防の対策を指導されました。一度身についたら完璧です。
（２０代息子・母）

◇幼い頃から通院している歯科医院以外の受診が年齢を重ねるごとに難しくなっ
ている我が子が、PCR検査の対象になったり、治療を必要という状況になった場
合、どの様な取組が出来るのか？また、対応出来る医療施設があるのかととても
不安です。PCR検査（＝鼻に綿棒を突っ込む）など無理。注射もダメ。薬を飲む
のも難しい。重篤になり動けなくなるまで治療は出来ないのかと想像すると恐怖
でしかありません。さらに、両親が罹患した場合、長期間対応いただけるショー
トステイ先も無く、日々薄氷をふむ思いです。
（３０代息子・父母）

◇緊急事態宣言が解除されないと先に進まないので、先が予想できず親としては
心配です。また、せっかく障がい者雇用が広がりつつあったのですが、コロナで
職を失った方が多い中、雇用があるかどうか不安に思っています。
（２０代息子・母）



発達障がいのある子を育てている
お父さんお母さんに聞いてみました

生活のこと

外出自粛要請などで、家庭での過ごし方にも変化が
あります。ご家庭で工夫していることや、活かされ
ている工夫などお聞きしました。

今、こんな工夫
しています
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発達障がいのある子の
お父さんお母さんに聞いてみました〈 Part２〉

◇コロナウイルスの感染者が日本で出た頃から「マスク着用が必要になるかも」
と思っていました。以前、息子がマスク着用で怒り出していた過去を思い、少し
ずつ練習しました。手作りしたマスクで１分くらいから着用し、「できたね～、
えらいね～、かっこいいね～」と誉め、本人が嫌にならないよう少しずつ、少し
ずつ時間を延ばしました。車中での着用も試み、何とかできるようになりました。
今では嫌がることもなく、外出時はマスクを着用し続けることができるようにな
りました。
（２０代息子・母）

◇わが家では、玄関に手洗いや咳エチケット、マスクのつけ方など、子ども向け
のイラストをインターネットで見つけ、プリントしたものを貼っています。また、
消毒用アルコールやマスクなど、家に入ってきたらすぐに処理できるようにして
います。息子は決まった通りは得意なので、家族の中で一番確実に手洗い消毒が
できています。
（２０代息子・母）

◇人との接触を断つ！通所施設は開所されて、ガイドヘルプも利用可能ですが、
息子は一人ではマスク着用や手洗いが難しい状況なので、とにかく「ＳＴＡＹ
ＨＯＭＥ！」一切休止、自粛しています。
（３０代息子・父母）



余暇の
過ごし方

外出自粛要請などで、家庭での過ごし方にも変化が
あります。ご家庭で工夫していることや、活かされ
ている工夫などお聞きしました。

◇自粛生活で「できない」「行けない」など、「ないない生活」になっています
が、その中でできることを考え、１日のスケジュールを組み立てるようにしてい
ます。特に通所施設が休みの日は、集中できる活動や時間（パズルや刺しゅう、
折り紙など）を作ったり、散歩や、どこにも立ち寄らず帰宅できるくらいのドラ
イブなど、気分転換をしながらその日１日の見通しはつけられるようにしていま
す。できない、行けないことが多いですが、できるだけ否定的な言い方にならな
いように気をつけています。
（２０代息子・母）

発達障がいのある子の
お父さんお母さんに聞いてみました〈 Part２〉

家族の
こと

◇きょうだい児の大学生の妹がいます。妹が部屋にいない時に、息子がカレン
ダーを翌月のページにめくる（息子は毎月１０日に家中のカレンダーをめくるの
が習慣です）など、妹の部屋に入ることが続きました。そのため、数か月前、妹
の部屋に鍵をつけました。大学がオンライン講義を始めたこともあり、息子がパ
ニックで騒いだ時の妹への配慮として、鍵をつけたことは結果的に役に立ちまし
た。むしろ彼女が中学生のころにつけるべきだったと反省しています。
（２０代息子・母）

今、こんな工夫
しています
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◇焦ってもどうしようもないことですので、「息子とこんなにびっしり一緒に家
にいることも人生そうないよね」と思い、家でできるライフスキルを磨いていま
す。料理と草取り、そして１日１回の家の消毒係は、息子の日課となっています。
（２０代息子・母）



発達障がいのある子を育てている
お父さんお母さんに聞いてみました

あらためて感じた子どもの成長など、うれしい
エピソードをお聞きしました。

◇就職活動をするにあたり、パソコン入力を練習した方がいいと思い、無料で勉
強できるものを見つけて練習していました。Wordで毎日日記を書いているようで
す。自ら休まず毎日継続できる力は、彼らのもつ長所だなあと感じています。ま
た、父親の弁当に入れる卵焼きを毎晩作って冷蔵庫に入れてくれます。私は翌朝
とても助かっています。
（２０代息子・母）

成長を
感じること

◇コミュニケーション力が弱く、特に表出が弱い息子ですが、色々な活動が中止
となっている中で、「プール、プール」「せんせいとプール」「○○ちゃん
（妹）かえってくるって」と言うことがありました。また、潮見表を見せて「つ
りつり、５月９日」と言ったり、「５月１０日、大（大潮のこと）」と言いなが
らクーラーボックスを持ってきたりなど、どうしたら母にわかってもらえるのか
本人なりに色々な方法で伝えてくるようになりました。
コミュニケーションがとれるようになったという訳ではありませんが、日常生

活の変化による不安な気持ちが、同じことを何度も何度も言うことで、怒りや不
適切な行為ではなく伝えようとしていることに成長を感じています。
（２０代息子・母）

こんな意外なことが
ありました
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発達障がいのある子の
お父さんお母さんに聞いてみました〈 Part２〉

◇両親が出社している間、空き家になっている実家でひとりで過ごしていること
…かな。
（３０代息子・父母）



あらためて感じた子どもの成長など、うれしい
エピソードをお聞きしました。

◇「できない」「行けない」ことが多い中、以前だったら床や壁をたたく行為に
なるであろうと思われる場面で、叩く方の手首を反対の手で握っていることがあ
りました。または母に「手首をフーフーして」と伝えようとすることがありまし
た。彼なりに我慢しているんだなあと感じました。
また、たくさんの方々が社会生活を支えてくださっていることに改めて感謝で

す。何気ないことや日々がどれだけ幸せであるかを考えさせられています。
（２０代息子・母）

こんな意外なことが
ありました

発達障がいのある子の
お父さんお母さんに聞いてみました〈 Part２〉

04

気づいた
こと

◇就労移行支援事業所のテレワークで、事業所のスタッフとのやりとりや、グ
ループディスカッションをしていて、なんとなくその様子が伺えます。「○○な
とき、どんな気持ちになりますか？どういう行動をしますか？」のようなトピッ
クでグループで意見を出し合っていました。また、先生にメールを送るのに、私
に助言を求めてきました。そう言えば、メール等を作文して送ったことがないこ
とに気がつきました。口答での質問はできても、メールでなんと切出していいか
わからないようです。これは新たな気付きでした。
また趣味の会合に天神に通うのを楽しみにしていましたが、それが不可能にな

り、いままで参加を躊躇していたネット上の集まりに参加しています。こちらも
チャットでやり取りするのですが、口答より本人にとってハードルが高いことが
わかりました。何度か挑戦して、今は楽しんでいます。今まで気がつかなかった
のですが、口答より、メールやチャットのやりとりが苦手だということが判明し
ました。
（２０代息子・母）



困っていることや不安に思っていることなど、いろ
いろあるけれど、「今親として感じている率直な気
持ち」をお聞きしました。

今の気持ち

◇現在の生活面では特に問題はありませんが、就労移行支援が今年４月から２年
目に突入していて、今後、サービス終了までに就職できるのかどうかが心配です。
この後の世の中がどのようになっているか、先は見えないですね。
（２０代息子・母）

今、親として
感じていること

05

発達障がいのある子の
お父さんお母さんに聞いてみました〈 Part２〉

◇今まで、わが子が生き生きと過ごせる空間と時間の保障を一番に考えてきまし
た。それの基盤となっているのは「人と人との繋がり＝絆＝接触」。人との距離
をおき、密接な接触をさけるということは、免疫学上は的確な指示だと思います
が、コミュニケーションをとることが苦手なわが子にとって、時間をかけて培っ
てきた“人”との関係をも崩しかねないと危惧しています。
（３０代息子・父母）

◇無症状の感染者がいる中、どう感染を防止できるのか。手洗いを十分にできな
い、また感染症等への注意も何もない無防備な息子をどう守っていくのか。今は
通常どおり通所できていることで、息子の日常は保たれていますが、それができ
なくなったら…感染したら…考えれば考えるほどに恐怖しかありません。
いつまで続くのか、いつになったら楽しみである余暇活動が再開できるのか、

はっきりと見通しをつけてあげられない苦しさ。本人が訴えてくればくるほど、
成長を感じながらも、どこで折り合いをつければ良いのか本当に悩む毎日です。
でも、苦しさばかりの日々では、自分が持たないので、良い意味での開き直りが
必要だなあ…と思うこの頃です。
不安なことや心配なことを考えると芋づる式的にきりがないくらいに出てきま

すが、小さな幸せ、よかったことに気づけるように過ごしたいです。今はできる
範囲の中で生活を組み立てるのに四苦八苦です。本人の精神衛生が少しでもよく
過ごせるようにと思っています。できることを淡々とやっていこうと思います。
（２０代息子・母）

◇緊急事態宣言が発令されて、２７歳になる息子と日中２人で居る生活が続いて
います。最初は「どうなることやら」「お互いストレスが溜まるだろう」と思っ
ていましたが、今は息子がいることで逆に規則正しい生活ができていて、ひとり
でいるよりも気持ちが明るくなると感じています。コロナウイルスがいつ終息す
るかはわかりませんが、毎日自分ができることを淡々とする息子を目の当たりに
して、焦らないでがんばろうという気持ちになりました。
（２０代息子・母）



困っていることや不安に思っていることなど、いろ
いろあるけれど、「今親として感じている率直な気
持ち」をお聞きしました。

今の気持ち

◇学校を卒業して6年目になり、間食を取りすぎて体重がかなり増えました。親
と散歩に行くのを習慣にできたらいいのに……と以前から考えていました。また、
妹との関係の難しさは、この数年は特に大きな問題でした。今回、家族が全員長
期間在宅することになり、思いがけず、日頃の課題や難しさがより強く露わに
なったと感じます。

息子が不安定になって怒り出すと、妹である娘も大きく動揺します。数年前、娘
は、今までためていた気持ちが爆発したようにひどく怒りました。娘は、その日
からずっと兄との食事時間をずらすなど、居間で一緒になるのを極力避けたり、
一緒に車で出かけなくなったりと、兄を避けています。娘が安心できるのならば、
私はそれでいいと考えています。今回、二人とも長期間在宅になり、またパニッ
クが増えていることから、部屋に鍵があるとはいえ、娘の心情が心配です。息子
がパニックを起こした時の状況を、娘と私がどう乗り越えるか。結局は刺激しな
いように静かにしていることしか出来ないのですが、在宅が長く続くといつもよ
り平常心を保つのが大変難しいと感じます（もうひとり大人がいると、かなり家
庭の雰囲気も変わるのですが、父親が単身赴任中のために不在です）。

ちょうど年齢的に更年期のためか、この数年、私自身も気持ちがひどく落ち込み、
どうしようもなく絶望に沈むこともあります。息子の気持ちが安定するように何
かを工夫することも大切ですが、今回の事態のみならず、大きなパニックやかん
しゃくを起こす息子と同居する家族として、どんな風にその嵐を受け止めたらい
いのか（もしくは受け流したらいいのか）、どうやって平常心を保って、生活を
していけるのか。親はそれができたとして、きょうだい児にどんな風にフォロー
していくといいのか、途方に暮れて、考えさせられます。家族でいること、また
メンターとして外から見るならば、家族を支援することの難しさを感じます。
（２０代息子・母）

今、親として
感じていること
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発達障がいのある子を育てている同じような立場の
ご家族や発達障がいのある方に対して、
「今伝えたいこと」をお聞きしました。

伝えたい
こと

◇１０年前、息子が高校１年生の時に発達障がいであることがわかりました。そ
の頃は彼のできないところばかりに目がいき、息子を叱ったり、自己嫌悪で落ち
込んだりの繰り返しでした。他のお子さんと比べて不安ばかりが募っていました。
ちょうど今、コロナウイルスのために学校や会社がお休みなのがチャンスです。

他のお子さんと比べないで、ご自分のお子さんだけを見つめてあげてください。
きっとキラッと光るいいところが必ず見つかります。見つけたらどうぞたくさん
ほめてあげてくださいね。お母さまの笑顔が何よりですから。
（２０代息子・母）

◇毎日をどう過ごしたら良いのか、窮屈すぎる日々の中で、苦しい毎日だと思い
ます。相談や話を聞いてもらうにも、人と会うこともできないし、在宅で子ども
がいるとそんなどころじゃないという方も多いはず。今は辛抱…という時ですが、
気持ちが孤独にならないように願います。誰かに繋がっていてほしいなあと思い
ます。それが「自分一人ではない」と思えたり、ほんの少し頑張ろうと思えたり、
保護者の方を見えない力で支えてくれると思うので。
（２０代息子・母）

みなさんに
伝えたいこと
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◇今回、ステイホームになって思ったことは、家庭内の安定が最も大切だという
ことです。家族が安心して暮らせるベースを作っておくことが大切だと思いまし
た。
（２０代息子・母）

◇未曾有の新型コロナウイルス禍。なかなか簡単にわが子たちへの対策など考え
られませんが、そこを支える我々親が、明るく前を向いて、ともに情報を共有し
ながら進んでいきましょう。抱え込まずに！
（３０代息子・父母）

◇世界中が初めての経験で、事態の終わりが見えずに不安で、かつ長丁場になり
そうですが配偶者や同じ立場の親どうしで一緒に考えたり、愚痴をこぼしあって
不安な気持ちのガス抜きをしたり、また公的な機関に相談したりしながら……くれ
ぐれも不安や困ったことをひとりで我慢して抱えこまないようにしましょう。
（２０代息子・母）



先が見えない時にこそ、思いやアイデアの共有を
おわりに

福岡市発達障がい者支援センター
（福岡市社会福祉事業団）
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ご相談
ください TEL ：092-845-0040 mail：youyou@fc-jigyoudan.org

発達障がいのある方やそのご家族などの総合的な相談窓口です
（発達障がいかもしれないという方のご相談もお受けします）
相談は平日（祝日、年末年始を除く月～金）の９～１７時に対応しております

新型コロナウィルス感染拡大の影響で、これまで当たり前に過ごしてきた生活に多く

の制限がかかり、戸惑う日々をお過ごしだと思います。緊急事態宣言は解除されたとは

いえ、段階的な生活復帰が必要とされています。発達障がいの人たちにおいては、「い

つになったらいつもの生活になるのか」と葛藤が続いたり、また、１か月程のこの生活

でやっと落ち着いてきたのにまた新たな変化が生じてしまうと、その変化も受け入れが

たく混乱してしまうことがあるかもしれません。

先の見通しがつかないことはとても辛いことですね。ペアレントメンターの方々の

メッセージから、発達障がいの子どもさんの生活面の葛藤や、支えるご家族の「もしこ

うなった場合はどうなるのか？」が見えない不安を投げかけてくださったように思いま

す。その一方で、学校や福祉サービスの事業所に行けない中で、家庭で穏やかに過ごせ

るようにご本人のできることや事業所で行っていることを取り入れて、特性に応じて具

体的な過ごし方を組み立てているアイデアもありました。

先が見えない時にこそ気持ちやできる工夫を共有できる場があることは、発達障がい

のご本人やご家族にとって、不安な日々を支え、前向きになれることに繋がり、大切な

ことだと思っています。

西南学院大学人間科学部社会福祉学科

倉光晃子（准教授）


